
 
 

 

 

【夜間通行止め等の概要】 

１． 夜間通行止め  

１－１ 木之本ＩＣ～敦賀ＩＣ間夜間通行止めの概要 

（１）通行止め区間等 

通行止め区間 木之本 IC～敦賀 IC間（上下線） 

区間延長 ２３．２ｋｍ 

期  間 

2014年 4月 21日（月）、22日（火）「2夜間」 

【予備日：4月 23日、24日】 

※夜 20 時から朝 6時まで（10時間） 

区間内の休憩施設 賤ヶ
し ず が

岳
たけ

サービスエリア（SA）（上下線）、刀根
と ね

パーキングエリア（PA）（上下線） 

※区間内の休憩施設に駐車している車両は、通行止め時間帯に本線へ進入することができません。 
 

（２） 夜間通行止め時の主な作業内容 

１）敦賀ＪＣＴ（仮称）付近の標識設置工事を行います。 

２）舗装補修工事や道路維持修繕作業を行います。 

 

（３）主な作業イメージ 

①標識設置工事 

敦賀ＪＣＴ（仮称）付近の標識を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

②舗装補修工事 

路面の凹凸やひび割れを補修します。 

 

 

 

 

 

 

③道路維持修繕 

トンネル内装板・視線誘導設備・水路などを清掃します。 

 

 

 

 

 

 

参考資料 







 
 

３．通行止め時のう回路 

●推奨のう回路 

通行止め時に当該区間をご利用される場合の推奨のう回路は下記のとおりです。（別紙１広域全体図参照） 

道路名 通行止め区間 う回路 所要時間[通常交通状況] 

北陸自動車道 
木之本 IC～ 

 敦賀 IC 
一般国道８号 

一般道利用の場合 約 40分 

（高速利用時 約 20分） 

北陸自動車道 
敦賀 IC～ 

 武生 IC 
一般国道８号 

一般道利用の場合 約 55分 

（高速利用時 約 30分） 

●広域のう回路 

通行止め時は東海北陸自動車道も、広域のう回路としてご利用いただけます。（別紙１広域全体図参照） 

道路名 通行止め区間 う回路 
う回路ご利用の 

場合（所要時間） 

【参考】北陸道ご利用の場合

（所要時間） 

北陸自動車道 

木之本ＩＣ～ 

敦賀ＩＣ 

敦賀ＩＣ～ 

武生ＩＣ 

東海北陸自動車道 

彦根～富山： 

 268.9㎞（3:40） 

5,450円（普通車） 

彦根～金沢東： 

261.2㎞（3:30） 

4,450円（普通車） 

彦根～富山： 

 241.9㎞（2:50） 

5,450円（普通車） 

彦根～金沢東： 

 188.0㎞（2:10） 

4,450円（普通車） 

 

４．乗り継ぎ料金調整について 

通行止め区間（指定インターチェンジ間）を一般道にう回し、再度同一方向の高速道路に乗り継がれるお

客さまには、高速道路料金が割高にならないよう所定の方法で料金の調整を行っております。 

通行券をご利用のお客さま（ＥＴＣをご利用しないお客さま）は、通行止めで高速道路を一旦流出するＩ

Ｃでお渡しする『高速道路通行止め乗継証明書』を乗り継ぎ後の最初の出口ＩＣで、係員にお渡しください。 

ＥＴＣをご利用のお客さまは、一旦流出する走行と乗り継ぎ後の走行を同じＥＴＣカードで、通常どおり

ＥＴＣレーンを無線走行してください。（『高速道路通行止め乗継証明書』の入手は不要です。） 

●乗り継ぎ指定インターチェンジ 

道路名 通行止め区間 

上り線 

又は 

下り線 

乗り継ぎ指定インターチェンジ 

備  考 流出指定ＩＣ ※１ 

（乗継証明書発行ＩＣ） 
再流入指定ＩＣ ※２ 

北 

陸 

自 

動 

車 

道 

上下線 

敦賀ＩＣ⇔武生ＩＣ 

上り線 

米原方面 
鯖江ＩＣ・武生ＩＣ 

敦賀ＩＣ・木之本ＩＣ・

長浜ＩＣ・米原ＩＣ 

※ご注意：２４

時間以内に再

流入指定ＩＣ

から乗り継い

で下さい。 
下り線 

富山方面 
木之本ＩＣ・敦賀ＩＣ 

武生ＩＣ・鯖江ＩＣ・福

井ＩＣ・福井北ＩＣ 

上下線 

木之本ＩＣ⇔敦賀ＩＣ 

上り線 

米原方面 

敦賀ＩＣ・今庄ＩＣ 

武生ＩＣ 

木之本ＩＣ・長浜ＩＣ 

米原ＩＣ・大垣西ＩＣ・

大垣ＩＣ・関ヶ原ＩＣ・

彦根ＩＣ・八日市ＩＣ 

下り線 

富山方面 
木之本ＩＣ・長浜ＩＣ 

敦賀ＩＣ・今庄ＩＣ 

武生ＩＣ 

※１ 通行止め開始時に通行止め区間を走行中の車両は、途中のＩＣで流出していただく場合があります。 

その場合、当該ＩＣを流出指定ＩＣとして扱います。（乗継証明書を発行します。） 

※２ 流出指定ＩＣで流出後、通行止めが解除された場合は、通行止め区間内のＩＣ（流出指定ＩＣ含む）で流入されても料金

の調整を行います。 

 

 

  



 
 

５．情報提供 

 工事に関する情報は、ホームページなどで情報提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  




